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20−3　 当院で の 子宮体癌の 予後 と病理 診断
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【目的】子宮体癌 は未 だ手 術 術 式や 術後後療法の 適応な どに 統
一され た見解 は な い．そ こ で 当 院で の 子宮体癌症例を検討 し今

後の 診断 ・治療方針決定 の
．・
助 とす る事 を 目的 とする．【方法】1995年1月 よ り2002年 12月の 8年間に 当院 に て 初図治療を受け

た子宮体癌 144例（1期106例 ・2期14例 ・3期17例 ・4期7例 ， 患者平均年齢57．9歳，組織型 は 類 内膜 癌が 88％ ）の 病 理 診 断 につ い

て 検討した．【成績】初回内膜細胞診は21．0％ が 陰性で組織診の 5．6％ と比 べ 偽陽性率が 高か っ た．摘出子宮 の リン パ 管侵襲 （静

脈侵襲と区嬲），子宮筋層浸潤の 程度， Grade， 術中腹腔内細胞診 と リ ンパ 節転移の 有無
・
予後 との 関係等を検討 す る と リ ン パ

節廓清 を行っ た65例 で リ ン パ 管侵襲 は静脈侵襲に 比ベ リ ン パ 節転移と強く相関して い た（p ＜0．0001）．筋層浸潤の 程度 は リン

パ 節転移の 有無 （p ＝　O．169） ・
予後 （p　

・・O．OOO5）と相関 して い た．　 Gradeは1−2期で予後に影響せ ず，リン パ 節転移の 有無 と

も相関 し なか っ た （p　・・　O．6179），腹腔内細胞診陽性 17例 （3A 期10例 ・3C 期3例 ・4期4例）中7例が 病死し （2例は筋層浸潤無

し），死因は 骨盤 ・腹腔内転移が6例だ っ た．【結論】内膜細胞診の み の 診断 は偽陰性率が高く性器出血 ・
超音波検査 異常等が 認

められる症例は積極的に 組織診を行うべ き と思 わ れ た．リ ン パ 管浸潤
・筋 層 浸潤 は リ ン パ 節 転 移 の 有無 の 予測 と後療法判断

の
一．助 と な る と思われた．Gradeの み で は 術後の 後療法の 指標とな らない と思われた．腹腔洗浄細胞診陽性例 で は腹腔内播種

に よ る再発 に注意を要す と思わ れ た．

20−4　 子宮体癌 に お け る 臨床的お よ び病理学的因子 に よる 予後の 予測
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【目的】予宮体癌の 予後 を予測す る上で の 臨床的お よび病 理 学的 因子の 有用 性を評価する こ と．【方法】術 前 に CAI25を測定

し，ま た手術 中 に リ ンパ 節摘出 を施行 した 1〜III期 の 子宮体癌，類内膜癌164例 を対象と した．類内膜癌以外 の 症例お よび卵

巣 ・卵管癌合併例 は 除外した．臨床的因子 と して 高齢 （65歳 以 上 ）， 未産 ， 肥満 （BMI 　30以 上 ），治療前 CAI25値 （cut 　off

値 ：閉経前35Uf’ml， 閉経後20Ut’
ml ）につ い て，また病 理 学的因子 と して 分化度，リ ン パ 節転移 ， リン パ 節以外 の 子宮外病変

につ い て，それぞれ 生存期間に お よぼ す影響を検討 した．観察期間の中央値は69カ 月で あ っ た．生 存曲線 は Kaplan−Meier

法をtfiい て 算出し logrank法 に よ り比 較 し，また多変 量 解 析に は Cox の 比 例ハ ザード法を用 い た．【成績】単変量解析 で は，臨

床的 因子 と して治療前 CA125 高値 （P＜ 0．〔〕001），高齢 （P ＝0．01）が 生 存率低 Fと関連す る有意な因子で あり， 未産 例 は予 後

良好な傾向が 見 られ た （P　＝＝　O．e8）．病理的因子は分化度 （Gl　vs 　G2／3P ＜ O．OOI），リ ン パ 節 転 移 （P＜ 0．0001），リ ン パ 節以外の

子宮外病変 （P＜ O．eOO1）の 3つ と も有意 で あ っ た．単変量解析で 有意で あ っ た 5因子を用 い た多変量 解析で は，リ ン パ 節転移

の み が 有意な （P＜O．05）因子 で あっ た．【結論】術前 CA125の 高値お よび65歳以 上 の 高齢 は 予後不良因子で あ り，また 未産例

は 予後良好な 傾向が見 られ た．術前あ る い は術 後に検討 され る 臨床的お よ び病理学的因子で は，リンパ 節転移の 有無が 最も予

後 と関連す る こ とか ら．子 宮体癌の 手術時 には リ ン パ 節摘 出を行うこ とが予後を予測 し，適切 な術後治療を行うた め に 必 要 で

あ る．

20−5　 子宮 体 部 漿液性腺癌 と漿液性腺癌を部分的 に含む子宮体癌 の 予後の 比較検討
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【目的】r・宮体癌 の 漿液性腺癌 （serous ：s）は，子宮筋層 の リ ン パ 管 ，
1血管 に 侵襲 し 早期 に広範囲 な広が りを 見せ るた め ， そ

の 予後 は不良で あ る．一
方，漿液性腺癌成 分 を部 分的 に 含む 子宮体癌 （partial　sereus ；ps）の 臨床 像 は多様 で，その 予後 に関

して漿液性腺癌 と比較検討 された報告 は少ない．今回我 々 は，serous と partial　serous の 予後を比 較 検 討 し た の で 報告 す る．

匸方法】1970年か ら1994年 まで 当 科で 初回 治療を行 っ た 子宮体癌 の うち，漿液性腺癌 （serous ）21例，漿液性 腺癌成分 を部分

的 に 含む子宮体癌 （partial　serous ）15例 を対象に retrospective に 予後 を検討した．生存者の 追跡 期間 の 中央値 は，69月 （5．7

年）〔（L9月〜164月（13．7年〉〕で あ っ た ．生存曲線 は Kaplan −Meier 法に よ っ て 計算 し，　Logrank−test，　Wileoxon’testに よ っ て 比

較 した．また，比例 ハ ザ
ードモ デ ル に よ り，多変量 解析 を施 行 した．p 値は（LO5以 fを有意 と した．【成 績】漿 液 性腺癌 （serQus ）

，
と部分的な漿液性腺癌 （partial　serous ） との 組織型 に よ る 生 存期 間 との 相関は，有意差 を認 め なか っ た （p （Logrank−test／
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後姆象症例 を増 や し詳細 な解析 を行 っ て い く予 定で あ る．
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